PVDFフィルムを用いた生体振動情報計測システムの開発 by 高橋 裕太郎
修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
研究科・専攻 大学院  電気通信学研究科   知能機械工学専攻 博士前期課程 
氏    名 高橋 裕太郎 学籍番号 0734044 
論 文 題 目 PVDF フィルムを用いた生体振動情報計測システムの開発 


















拍振動を検知でき，更に 85dB の高騒音下においても脈拍振動を検知できる． 
（２） 内視鏡下副鼻腔手術で用いられるマイクロデブリッター自体の動作時の周波数は
5kHz まで及び，断続的な振動である． 
（３） 内視鏡下副鼻腔手術において PVDF をまぶた付近に固定することで、マイクロデ
ブリッターの周波数や特徴的な波形を計測でき，眼球にマイクロデブリッターの
刃先が近づくことで PVDF 出力波形の振幅が増加する傾向がある． 
（４） 皮膚に固定した電極により，10mV の電圧で 1Hz～2kHz を体表に付加すると，
皮膚上の他の箇所の電極でその信号を受信することができる．これにより，脈拍
などにより，PVDF に生じた電圧を信号線を用いず，体表を伝播させることによ
り計測可能であることが示唆された． 
